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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数の受信機アンテナからの受信信号をサンプリングして、サンプリングさ
れたシーケンスを取得することと、
　前記サンプリングされたシーケンスを分析して現在のハーフフレームにおける一次同期
シーケンス（ＰＳＳ）を検出することと、
　前記検出されたＰＳＳに基づいて信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリクスを計算することと
、
　前記計算されたＳＮＲメトリクスを１つまたは複数の前のハーフフレームから検出され
たＰＳＳに基づくＳＮＲメトリクスと組み合わせることと、
　前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析してタイミング情報を取得することと、
　前記タイミング情報を使用して前記サンプリングされたシーケンスを分析して二次同期
シーケンス（ＳＳＳ）を検出することとを備える方法。
【請求項２】
　前記ＳＳＳ検出はハーフフレームごとに行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＳＳＳ検出は、前記１つまたは複数の前のハーフフレームについて検出された前記
ＰＳＳに基づくＳＮＲメトリクスの組合せの最後に行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＰＳＳ検出および前記ＳＳＳ検出は、サービングセルに近接するＬＴＥセルを識別
するために行われる、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記検出されたＰＳＳおよび前記検出されたＳＳＳに基づいてＳＮＲメトリクスを評価
することによってジョイント周波数オフセットを計算することをさらに備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析することは、
　前記計算されたＳＮＲメトリクスおよび前記１つまたは複数の前のハーフフレームから
検出された前記ＰＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスをソートすることと、
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　前記ソーティングに基づく最大のＳＮＲメトリクスのうちの１つまたは複数を保持する
ことと、
　前記最大のＳＮＲメトリクスのうちの第１のＳＮＲメトリクスを分析して前記タイミン
グ情報を取得することとを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　最大のＳＮＲメトリクスのうちの前記第１のＳＮＲメトリクスを評価することによって
周波数オフセットを推定することと、
　前記ＳＳＳを検出する前に、前記推定された周波数オフセットに基づいて前記サンプリ
ングされたシーケンスの周波数補償を実行することとをさらに備える、請求項６に記載の
方法。
【請求項８】
　前記検出されたＳＳＳに基づいてＳＮＲメトリクスを計算することと、
　前記検出されたＳＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスをしきい値と比較することとをさ
らに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記検出されたＳＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスは前記しきい値よりも小さく、前
記方法は、
　１つまたは複数の前のハーフフレームから取得された他のソートされたＰＳＳ　ＳＮＲ
メトリクスに基づいて前記ＳＳＳを検出することをさらに備える、請求項８に記載の方法
。
【請求項１０】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数の受信機アンテナからの受信信号をサンプリングして、サンプリングさ
れたシーケンスを取得するための手段と、
　前記サンプリングされたシーケンスを分析して現在のハーフフレームにおける一次同期
シーケンス（ＰＳＳ）を検出するための手段と、
　前記検出されたＰＳＳに基づいて信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリクスを計算するための
手段と、
　前記計算されたＳＮＲメトリクスを１つまたは複数の前のハーフフレームから検出され
たＰＳＳに基づくＳＮＲメトリクスと組み合わせるための手段と、
　前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析してタイミング情報を取得するための手段
と、
　前記タイミング情報を使用して前記サンプリングされたシーケンスを分析して二次同期
シーケンス（ＳＳＳ）を検出するための手段とを備える装置。
【請求項１１】
　前記ＳＳＳ検出はハーフフレームごとに行われる、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ＳＳＳ検出は、前記１つまたは複数の前のハーフフレームについて検出された前記
ＰＳＳに基づくＳＮＲメトリクスの組合せの最後に行われる、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＰＳＳ検出および前記ＳＳＳ検出は、サービングセルに近接するＬＴＥセルを識別
するために行われる、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記検出されたＰＳＳおよび前記検出されたＳＳＳに基づいてＳＮＲメトリクスを評価
することによってジョイント周波数オフセットを計算するための手段をさらに備える、請
求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析するための手段は、
　前記計算されたＳＮＲメトリクスおよび前記１つまたは複数の前のハーフフレームから
検出された前記ＰＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスをソートするための手段と、
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　前記ソーティングに基づく最大のＳＮＲメトリクスのうちの１つまたは複数を保持する
ための手段と、
　前記最大のＳＮＲメトリクスのうちの第１のＳＮＲメトリクスを分析して前記タイミン
グ情報を取得するための手段とを備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１６】
　前記最大のＳＮＲメトリクスのうちの前記第１のＳＮＲメトリクスを評価することによ
って周波数オフセットを推定するための手段と、
　前記ＳＳＳを検出する前に、前記推定された周波数オフセットに基づいて前記サンプリ
ングされたシーケンスの周波数補償を実行するための手段とをさらに備える、請求項１５
に記載の装置。
【請求項１７】
　前記検出されたＳＳＳに基づいてＳＮＲメトリクスを計算するための手段と、
　前記検出されたＳＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスをしきい値と比較するための手段
とをさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記検出されたＳＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスが前記しきい値よりも小さい場合
に１つまたは複数のフレームから取得された他のソートされたＰＳＳ　ＳＮＲメトリクス
に基づいて前記ＳＳＳを検出するための手段をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数の受信機アンテナからの受信信号をサンプリングしてサンプリングされ
たシーケンスを取得し、前記サンプリングされたシーケンスを分析して現在のハーフフレ
ーム中の一次同期シーケンス（ＰＳＳ）を検出し、前記検出されたＰＳＳに基づいて信号
対雑音比（ＳＮＲ）メトリクスを計算し、前記計算されたＳＮＲメトリクスを１つまたは
複数の前のハーフフレームから検出されたＰＳＳに基づくＳＮＲメトリクスと組み合わせ
、前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析してタイミング情報を取得し、前記タイミ
ング情報を使用して前記サンプリングされたシーケンスを分析して二次同期シーケンス（
ＳＳＳ）を検出するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、ワイヤレス通信のた
めの装置。
【請求項２０】
　命令が記憶されている非一時的なコンピュータ可読媒体を備える、ユーザ機器によるワ
イヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記命令が、
　１つまたは複数の受信機アンテナからの受信信号をサンプリングして、サンプリングさ
れたシーケンスを取得し、
　前記サンプリングされたシーケンスを分析して現在のハーフフレームにおける一次同期
シーケンス（ＰＳＳ）を検出し、
　前記検出されたＰＳＳに基づいて信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリクスを計算し、
　前記計算されたＳＮＲメトリクスを１つまたは複数の前のハーフフレームから検出され
たＰＳＳに基づくＳＮＲメトリクスと組み合わせ、
　前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析してタイミング情報を取得し、
　前記タイミング情報を使用して前記サンプリングされたシーケンスを分析して二次同期
シーケンス（ＳＳＳ）を検出するための１つまたは複数のプロセッサによって実行可能で
あるコンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
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　本開示の前述の説明は、いかなる当業者でも本開示を作成または使用することができる
ように提供される。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかであり、本明細書で
定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用
できる。したがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるものでは
なく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　１つまたは複数の受信機アンテナからの受信信号をサンプリングして、サンプリングさ
れたシーケンスを取得することと、
　前記サンプリングされたシーケンスを分析して現在のハーフフレームにおける一次同期
シーケンス（ＰＳＳ）を検出することと、
　前記検出されたＰＳＳに基づいて信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリクスを計算することと
、
　前記計算されたＳＮＲメトリクスを１つまたは複数の前のハーフフレームから検出され
たＰＳＳに基づくＳＮＲメトリクスと組み合わせることと、
　前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析してタイミング情報を取得することと、
　前記タイミング情報を使用して前記サンプリングされたシーケンスを分析して二次同期
シーケンス（ＳＳＳ）を検出することとを備える方法。
　　［Ｃ２］　前記ＳＳＳ検出はハーフフレームごとに行われる、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］　ＳＳＳ検出は、１つまたは複数のハーフフレームにわたるＰＳＳに基づく
ＳＮＲメトリクスの組合せの最後に行われる、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ４］　前記ＰＳＳ検出および前記ＳＳＳ検出は、サービングセルに近接するＬＴ
Ｅセルを識別するために行われる、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ５］　前記検出されたＰＳＳおよび前記検出されたＳＳＳに基づいてＳＮＲメト
リクスを評価することによってジョイント周波数オフセットを計算することをさらに備え
る、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ６］　前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析することは、
　前記計算されたＳＮＲメトリクスおよび前記１つまたは複数の前のハーフフレームから
検出された前記ＰＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスをソートすることと、
　前記ソーティングに基づく最大のＳＮＲメトリクスのうちの１つまたは複数を保持する
ことと、
　前記最大のＳＮＲメトリクスのうちの第１のＳＮＲメトリクスを分析して前記タイミン
グ情報を取得することとを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］　最大のＳＮＲメトリクスのうちの前記第１のＳＮＲメトリクスを評価する
ことによって周波数オフセットを推定することと、
　前記ＳＳＳを検出する前に、前記推定された周波数オフセットに基づいて前記サンプリ
ングされたシーケンスの周波数補償を実行することとをさらに備える、Ｃ６に記載の方法
。
　　［Ｃ８］　前記検出されたＳＳＳに基づいてＳＮＲメトリクスを計算することと、
　前記検出されたＳＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスをしきい値と比較することとをさ
らに備える、Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ９］　前記検出されたＳＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスは前記しきい値より
も小さく、前記方法は、
　１つまたは複数の前のハーフフレームから取得されかつソートされた他のＰＳＳ　ＳＮ
Ｒメトリクスに基づいて前記ＳＳＳを検出することをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
　　［Ｃ１０］　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数の受信機アンテナからの受信信号をサンプリングして、サンプリングさ
れたシーケンスを取得するための手段と、
　前記サンプリングされたシーケンスを分析して現在のハーフフレームにおける一次同期
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シーケンス（ＰＳＳ）を検出するための手段と、
　前記検出されたＰＳＳに基づいて信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリクスを計算するための
手段と、
　前記計算されたＳＮＲメトリクスを１つまたは複数の前のハーフフレームから検出され
たＰＳＳに基づくＳＮＲメトリクスと組み合わせるための手段と、
　前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析してタイミング情報を取得するための手段
と、
　前記タイミング情報を使用して前記サンプリングされたシーケンスを分析して二次同期
シーケンス（ＳＳＳ）を検出するための手段とを備える装置。
　　［Ｃ１１］　ＳＳＳ検出はハーフフレームごとに行われる、Ｃ１０に記載の装置。
　　［Ｃ１２］　ＳＳＳ検出は、１つまたは複数のハーフフレームにわたるＰＳＳに基づ
くＳＮＲメトリクスの組合せの最後に行われる、Ｃ１０に記載の装置。
　　［Ｃ１３］　ＰＳＳ検出およびＳＳＳ検出は、サービングセルに近接するＬＴＥセル
を識別するために行われる、Ｃ１２に記載の装置。
　　［Ｃ１４］　前記検出されたＰＳＳおよび前記検出されたＳＳＳに基づいてＳＮＲメ
トリクスを評価することによってジョイント周波数オフセットを計算するための手段をさ
らに備える、Ｃ１０に記載の装置。
　　［Ｃ１５］　前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析するための手段は、
　前記計算されたＳＮＲメトリクスおよび前記１つまたは複数の前のハーフフレームから
検出された前記ＰＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスをソートするための手段と、
　前記ソーティングに基づく最大のＳＮＲメトリクスのうちの１つまたは複数を保持する
ための手段と、
　前記最大のＳＮＲメトリクスのうちの第１のＳＮＲメトリクスを分析して前記タイミン
グ情報を取得するための手段とを備える、Ｃ１０に記載の装置。
　　［Ｃ１６］　前記最大のＳＮＲメトリクスのうちの前記第１のＳＮＲメトリクスを評
価することによって周波数オフセットを推定するための手段と、
　前記ＳＳＳを検出する前に、前記推定された周波数オフセットに基づいて前記サンプリ
ングされたシーケンスの周波数補償を実行するための手段とをさらに備える、Ｃ１５に記
載の装置。
　　［Ｃ１７］　前記検出されたＳＳＳに基づいてＳＮＲメトリクスを計算するための手
段と、
　前記検出されたＳＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスをしきい値と比較するための手段
とをさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ１８］　前記検出されたＳＳＳに基づく前記ＳＮＲメトリクスが前記しきい値よ
りも小さい場合に１つまたは複数のフレームから取得され、かつソートされた他のＰＳＳ
　ＳＮＲメトリクスに基づいて前記ＳＳＳを検出するための手段をさらに備える、Ｃ１７
に記載の装置。
　　［Ｃ１９］　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　１つまたは複数の受信機アンテナからの受信信号をサンプリングしてサンプリングされ
たシーケンスを取得し、前記サンプリングされたシーケンスを分析して現在のハーフフレ
ーム中の一次同期シーケンス（ＰＳＳ）を検出し、前記検出されたＰＳＳに基づいて信号
対雑音比（ＳＮＲ）メトリクスを計算し、前記計算されたＳＮＲメトリクスを１つまたは
複数の前のハーフフレームから検出されたＰＳＳに基づくＳＮＲメトリクスと組み合わせ
、前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析してタイミング情報を取得し、前記タイミ
ング情報を使用して前記サンプリングされたシーケンスを分析して二次同期シーケンス（
ＳＳＳ）を検出するように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える、ワイヤレス通信のた
めの装置。
　　［Ｃ２０］　命令が記憶されているコンピュータ可読媒体を備える、ユーザ機器によ
るワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記命令が、
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　１つまたは複数の受信機アンテナからの受信信号をサンプリングして、サンプリングさ
れたシーケンスを取得し、
　前記サンプリングされたシーケンスを分析して現在のハーフフレームにおける一次同期
シーケンス（ＰＳＳ）を検出し、
　前記検出されたＰＳＳに基づいて信号対雑音比（ＳＮＲ）メトリクスを計算し、
　前記計算されたＳＮＲメトリクスを１つまたは複数の前のハーフフレームから検出され
たＰＳＳに基づくＳＮＲメトリクスと組み合わせ、
　前記組み合わされたＳＮＲメトリクスを分析してタイミング情報を取得し、
　前記タイミング情報を使用して前記サンプリングされたシーケンスを分析して二次同期
シーケンス（ＳＳＳ）を検出するための１つまたは複数のプロセッサによって実行可能で
あるコンピュータプログラム製品。
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